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　事務局の年内業務は12月27日（金）で終了となり

ます。

　年始は1月6日（月）から業務を開始しますので、

よろしくお願い申しあげます。

年末年始の事務局業務年末年始の事務局業務

■平成２５年期７部会の役員が決まる

■常議員会/日立地区製造業活性化協議会要望活動

■商工会議所の動き（１１月）

■ふるさと日立検定試験合格者の集い

■相談所だより

　経営安定特別相談室/記帳指導募集案内

　自治・振興金融、マル経資金のご案内

■リレー随想（その１６６）

■会員探訪
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… ３

………………………… ４

……………… ５

……… ６

…………… ７

……………………………… ８

…………………………………………… ９

■会議所インフォメーション

　●役員議員紹介『素顔』

■国・県・市からのお知らせ

………………………… １０

………………………… １１

日立市の夜景（かみね公園から撮影）



１９７２（昭和４７年）日立化成の太陽熱温水器・及び
　　　　　　　　　ソーラーシステム取扱い開始
１９８２（昭和５２年）京セラソーラーシステム及び
　　　　　　　　　太陽光発電システム取扱い開始
１９８８（昭和６３年）指月電気、並に伸和技研製省エネ
　　　　　　　　　パック（コンデンサー設備）取扱い開始

住所　日立市若葉町1-17-5　前野ビル
ＴＥＬ 0294（23）0233　FAX 0294（23）0234
http://www.maenoshoji.co.jp

省エネルギー業歴40年

省エネルギー事業40年の歴史

前野商事株式会社

・POWER-PIPEは
　カナダ製の排水熱回収
　システムです

主な対象施設

温泉旅館・日帰り温泉施設
ホテル・ゴルフ場・フィットネス
クラブ 他

※前野ビル1Fショールームに
実証用システム展示中!!

ベストの取付条件では設備費が１年以内で回収可能!!

③　第1576号　（毎月20日発行） 平成25年12月20日

　11
月
25
日
、
当
所
で
常
議
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
期
議
員

選
挙
後
第
１
回
目
の
常
議
員
会
で
あ

り
、
会
議
に
先
立
ち
秋
山
会
頭
は
「
部

会
・
委
員
会
を
中
心
に
変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
当
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　協
議
で
は
10
月
の
新
入
会
員

（
別
記
）
を
承
認
。
続
い
て
当
所

の
平
成
25
年
期
顧
問
８
人
と
参
与

４
人
の
委
嘱
を
協
議
し
承
認
し
ま

し
た
。（
別
記
②
）
顧
問
・
参
与

は
学
識
経
験
の
あ
る
人
及
び
商
工

会
議
所
に
功
労
が
あ
っ
た
人
の
う

ち
か
ら
会
頭
が
常
議
員
会
の
承
認

を
得
て
委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
、

任
期
は
平
成
28
年
10
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　報
告
で
は
、
田
山
専
務
理
事
か

ら
７
部
会
正
副
部
会
長
選
任
結
果

に
つ
い
て
報
告
。
情
報
化
委
員
会

鈴
木
委
員
長
か
ら
景
気
観
測
調
査

平
成
25
年
度
第
２
四
半
期
結
果
に

つ
い
て
、
選
挙
委
員
会
日
渡
副
委

員
長
か
ら
は
、
平
成
25
年
期
議
員

選
挙
選
任
事
務
に
つ
い
て
、
女
性
会

武
士
会
長
か
ら
女
性
会
活
動
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

合
同
会
社
み
つ
ば
（
パ
ソ
コ
ン
教
室
）

　大
久
保
町
２

－

４

－

16

檜
山
工
業
（
土
木
工
事
業
）

　相
田
町
２

－

14

－

８

－

２
０
１

株
式
会
社
夢
工
房
（
衣
類
販
売
業
）

　大
み
か
町
２

－

28

－

17

雅
設
備
（
設
備
工
事
業
）

　十
王
町
伊
師
本
郷
28

－

２

医
療
法
人
日
鉱
記
念
病
院
（
医
療
業
）

　神
峰
町
２

－

12

－

８

顧問８人と参与４人の委嘱を承認

日立地区製造業活性化協議会が要望活動

特

別

会

員

特

別

会

員

11月の常議員会11月の常議員会

　11
月
25
日
、
日
立
地
区
製
造
業
活

性
化
協
議
会
（
共
同
代
表
・
吉
成
日

立
市
長
、
秋
山
会
頭
）
が
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
協
議
会
は
、
日
立
市
、
市
議
会
、

市
内
製
造
業
各
組
合
と
当
所
工
業
部

会
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
当
地
域
の

基
幹
産
業
で
あ
る
製
造
業
の
受
発
注

の
促
進
と
、
国
・
県
の
産
業
施
策
な

ど
へ
の
陳
情
・
要
望
を
行
う
こ
と
を

活
動
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
回
の
要
望
活
動
は
、
火
力
発
電

シ
ス
テ
ム
事
業
の
統
合
を
踏
ま
え
、

日
立
地
域
製
造
業
へ
の
発
注
と
雇
用

維
持
に
つ
い
て
の
要
望
書
（
別
記
）
を
、

株
式
会
社
日
立
製
作
所
日
立
事
業
所

の
長
澤
事
業
所
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　今
後
は
、
統
合
後
の
事
業
会
社
を

含
め
た
要
望
活
動
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　本市の行政推進、とりわけ産業振興につきましては、日頃から格別の
御指導、御配慮を賜わり深く感謝申し上げます。
　貴社におかれましては、明治43年の当市における創業以来、地域経済
の発展や雇用の創出など、まちづくりの各分野において、多大な貢献をい
ただいており、重ねて感謝申し上げます。
　当市は、明治38年の日立鉱山開業以降、「ものづくりのまち」として発
展を続け、その100年を超える歴史の中で、多様な技術を有する製造業
が集積し、今後も、ものづくり産業が当市発展の基盤であることに変わり
はありません。
　近年、ものづくり産業を取り巻く経営環境が大きく変化する中、企業活
動のグローバル化が進展し、地域製造業の受注競争が激化しております。
製造業の受注額は、リーマンショックや東日本大震災による落ち込みが見
られたものの、直近では持ち直しの動きが見られており、地域産業活性
化のため、さらなる地域製造業への発注をお願いいたします。
　また、雇用問題は、市民生活の安定とまちの活力の維持に極めて重要
な課題でありますので、設備等の再投資による雇用の維持・創出に引き
続き特段の御配慮を賜りますようお願い申し上げます。
平成25年11月25日
　　　　　　　　　　　　　　日立地区製造業活性化協議会
　　　　　　　　　　　　　　共同代表
　　　　　　　　　　　　　　日立市長　　　　 　 　　吉成　　明
　　　　　　　　　　　　　　日立商工会議所　 会 頭　秋山　光伯

株式会社日立製作所　日立事業所長
長　澤　克　己　　殿

別記②■顧　問（敬称略・順不同）
　吉成　　明　日立市長
　中田　弘章　ＪＸ日鉱日石金属㈱取締役常務執行役員日立事業所長
　館岡　　司　㈱日立製作所電力システム社日立事業所副事業所長
　野添　宣久　日立金属㈱電線材料カンパニー日高工場長
　塙　　徳明　日立化成㈱山崎事業所長
　深澤　正勝　日立セメント㈱取締役専務執行役員
　宮崎　哲雄　元会頭
　山本　忠安　前会頭

■参　与（敬称略・順不同）
　佐藤　元彦　ＪＸ日鉱日石金属㈱日立事業所総務部長
　有馬喜代貴　㈱日立製作所電力システム社日立事業所総務部長
　石田　伸博　日立市産業経済部長
　森　　秀男　元副会頭

日立地域製造業への発注と雇用維持について
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新
部
会
長
に
河
内
氏（
金
融
財
務
業
）、商
業・工
業・建
設
業・

観
光
環
衛
業・交
通
運
輸
業・文
化
産
業
は
部
会
長
再
任

 【
商
業
部
会
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

部

会

長

　猿
田

　
　操

　有
限
会
社
猿
田
商
事

　代
表
取
締
役

副
部
会
長

　梶

　
　格
康

　プ
レ
ビ
株
式
会
社

　創
業
者
名
誉
顧
問

　
　〃

　
　佐
藤
洋
一
郎

　株
式
会
社
み
ど
り
園

　代
表
取
締
役

　
　〃

　
　森
山

　
　滋

　有
限
会
社
森
山
商
店

　代
表
取
締
役

　
　〃

　
　渡
邉

　朝
光

　つ
る
や
米
穀
店

　代
表

　平
成
25
年
期
の
部
会
役
員
を
決
め
る

各
部
会
会
議
が
11
月
18
日
の
商
業
部
会

を
皮
切
り
に
順
次
開
催
し
、
各
部
会
の

正
副
部
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 【
工
業
部
会
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

部

会

長

　宮
本

　洋
治

　久
慈
鉄
工
協
同
組
合

　代
表
理
事

副
部
会
長

　水
出

　浩
司

　株式
会
社
日
立
製
作
所
電
力
シ
ス
テ
ム
社
日
立
事
業
所
庶
務
課
長

　
　〃

　
　小
島

　憲
治

　株
式
会
社
日
立
ゲ
ー
ジ
工
業
所

　代
表
取
締
役

　
　〃

　
　小
野
﨑
久
雅

　株
式
会
社
日
立
工
業
所

　代
表
取
締
役

　
　〃

　
　小
峰

　保
信

　日
立
製
作
所
工
業
協
同
組
合

　代
表
理
事

　
　〃

　
　武
士

　洋
一

　株
式
会
社
旭
製
作
所

　代
表
取
締
役

　
　〃

　
　清
水

　朋
彦

　丸
善
電
機
工
業
株
式
会
社

　代
表
取
締
役

　
　〃

　
　吉
野

　邦
彦

　吉
野
電
業
株
式
会
社

　代
表
取
締
役

 【
建
設
業
部
会
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

部

会

長

　松
山

　恒
男

　多
賀
土
木
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
会
長

副
部
会
長

　五
十
嵐

　宏

　株
式
会
社
タ
ケ
ム
ラ

　取
締
役
会
長

　
　〃

　
　河
西

　隆
史

　株
式
会
社
日
立
ラ
イ
フ

　総
務
部
長

　
　〃

　
　鈴
木

　一
良

　鈴
縫
工
業
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
社
長

　
　〃

　
　岡
部

　髙
二

　株
式
会
社
岡
部
工
務
店

　取
締
役
営
業
第
一
部
部
長

　
　〃

　
　沢
畑

　正
剛

　日
立
土
木
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
社
長

　
　〃

　
　白
土
仙
一
郎

　株
式
会
社
白
土
工
務
店

　代
表
取
締
役

　
　〃

　
　三
澤

　俊
介

　藤
和
建
設
株
式
会
社

　代
表
取
締
役

 【
金
融
財
務
業
部
会
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

部

会

長

　河
内

　
　潤

　株
式
会
社
常
陽
銀
行

　執
行
役
員
日
立
支
店
長

副
部
会
長

　金
成

　光
一

　株
式
会
社
筑
波
銀
行

　日
立
支
店
長

　
　〃

　
　鈴
木

　康
則

　茨
城
県
信
用
組
合

　日
立
支
店
長

　
　〃

　
　臼
木

　民
二

　臼
木
証
券
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
社
長

　
　〃

　
　宇
野

　達
也

　水
戸
信
用
金
庫

　日
立
支
店
長

　
　〃

　
　尾
上

　雅
人

　株
式
会
社
東
日
本
銀
行

　日
立
支
店
長

　
　〃

　
　宍
戸

　英
裕

　株
式
会
社
東
邦
銀
行

　日
立
支
店
長

　
　〃

　
　高
倉

　正
人

　ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
水
戸
支
社

　支
社
長

 【
観
光
環
衛
業
部
会
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

部

会

長

　高
濱

　秀
夫

　株
式
会
社
金
馬
車

　監
査
役

副
部
会
長

　佐
藤

　泰
博

　ブ
ル
ー
バ
ー
ド
学
園

　理
事
長

　
　〃

　
　日
渡

　貴
夫

　有
限
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト

　代
表
取
締
役

　
　〃

　
　柴
田

　主
靖

　株
式
会
社
キ
ャ
ビ
ン
プ
レ
ス

　代
表
取
締
役

　
　〃

　
　鈴
木

　孝
典

　新
富
鮨

　代
表

　
　〃

　
　松
山

　圭
吾

　株
式
会
社
ひ
た
ち
ピ
ー
エ
ム
商
事

　常
務
取
締
役

　
　〃

　
　萩
庭

　晴
秀

　は
ぎ
屋
旅
館

　代
表

 【
交
通
運
輸
業
部
会
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

部

会

長

　大
弥

　則
行

　株
式
会
社
日
立
物
流
東
日
本
営
業
本
部

　総
務
部
長

副
部
会
長

　兼
氏

　隆
太

　日
立
電
鉄
交
通
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　総
務
部
長

　
　〃

　
　瀬
谷

　益
之

　日
立
地
区
通
運
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
社
長

 【
文
化
産
業
部
会
】（
敬
称
略
・
順
不
同
）

部

会

長

　小
沼

　淳
志

　株
式
会
社
ジ
ュ
ン
・
ホ
ー
ム

　代
表
取
締
役
会
長

副
部
会
長

　郡
司

　洋
子

　あ
ゆ
み
珠
算
塾

　塾
長

　
　〃

　
　澤
入

　敏
雅

　株
式
会
社
ガ
ー
ド
ケ
ア
ピ
ー
ス

　取
締
役
会
長

　
　〃

　
　石
堂

　文
男

　Ｔ
Ｃ
関
東

　代
表

　
　〃

　
　木
本

　貴
一

　有
限
会
社
オ
フ
ィ
ス
バ
ロ
ン

　代
表
取
締
役

観
光
環
衛
業
部
会
長

　高
濱

　秀
夫
氏

工
業
部
会
長

　宮
本

　洋
治
氏

交
通
運
輸
業
部
会
長

　大
弥

　則
行
氏

建
設
業
部
会
長

　松
山

　恒
男
氏

文
化
産
業
部
会
長

　小
沼

　淳
志
氏

金
融
財
務
業
部
会
長

　河

内

　潤
氏

商
業
部
会
長

　猿

田

　操
氏

平
成
二
十
五
年
期 

七
部
会
の
役
員
が
決
ま
る

平
成
二
十
五
年
期 

七
部
会
の
役
員
が
決
ま
る
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　11
月
25
日
、
当
所
で
常
議
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
期
議
員

選
挙
後
第
１
回
目
の
常
議
員
会
で
あ

り
、
会
議
に
先
立
ち
秋
山
会
頭
は
「
部

会
・
委
員
会
を
中
心
に
変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
当
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　協
議
で
は
10
月
の
新
入
会
員

（
別
記
）
を
承
認
。
続
い
て
当
所

の
平
成
25
年
期
顧
問
８
人
と
参
与

４
人
の
委
嘱
を
協
議
し
承
認
し
ま

し
た
。（
別
記
②
）
顧
問
・
参
与

は
学
識
経
験
の
あ
る
人
及
び
商
工

会
議
所
に
功
労
が
あ
っ
た
人
の
う

ち
か
ら
会
頭
が
常
議
員
会
の
承
認

を
得
て
委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
、

任
期
は
平
成
28
年
10
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　報
告
で
は
、
田
山
専
務
理
事
か

ら
７
部
会
正
副
部
会
長
選
任
結
果

に
つ
い
て
報
告
。
情
報
化
委
員
会

鈴
木
委
員
長
か
ら
景
気
観
測
調
査

平
成
25
年
度
第
２
四
半
期
結
果
に

つ
い
て
、
選
挙
委
員
会
日
渡
副
委

員
長
か
ら
は
、
平
成
25
年
期
議
員

選
挙
選
任
事
務
に
つ
い
て
、
女
性
会

武
士
会
長
か
ら
女
性
会
活
動
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

合
同
会
社
み
つ
ば
（
パ
ソ
コ
ン
教
室
）

　大
久
保
町
２

－

４

－

16

檜
山
工
業
（
土
木
工
事
業
）

　相
田
町
２

－

14

－

８

－

２
０
１

株
式
会
社
夢
工
房
（
衣
類
販
売
業
）

　大
み
か
町
２

－

28

－

17

雅
設
備
（
設
備
工
事
業
）

　十
王
町
伊
師
本
郷
28

－

２

医
療
法
人
日
鉱
記
念
病
院
（
医
療
業
）

　神
峰
町
２

－

12

－

８

顧問８人と参与４人の委嘱を承認

日立地区製造業活性化協議会が要望活動

特

別

会

員

特

別

会

員

11月の常議員会11月の常議員会

　11
月
25
日
、
日
立
地
区
製
造
業
活

性
化
協
議
会
（
共
同
代
表
・
吉
成
日

立
市
長
、
秋
山
会
頭
）
が
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
協
議
会
は
、
日
立
市
、
市
議
会
、

市
内
製
造
業
各
組
合
と
当
所
工
業
部

会
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
当
地
域
の

基
幹
産
業
で
あ
る
製
造
業
の
受
発
注

の
促
進
と
、
国
・
県
の
産
業
施
策
な

ど
へ
の
陳
情
・
要
望
を
行
う
こ
と
を

活
動
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
回
の
要
望
活
動
は
、
火
力
発
電

シ
ス
テ
ム
事
業
の
統
合
を
踏
ま
え
、

日
立
地
域
製
造
業
へ
の
発
注
と
雇
用

維
持
に
つ
い
て
の
要
望
書
（
別
記
）
を
、

株
式
会
社
日
立
製
作
所
日
立
事
業
所

の
長
澤
事
業
所
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　今
後
は
、
統
合
後
の
事
業
会
社
を

含
め
た
要
望
活
動
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　本市の行政推進、とりわけ産業振興につきましては、日頃から格別の
御指導、御配慮を賜わり深く感謝申し上げます。
　貴社におかれましては、明治43年の当市における創業以来、地域経済
の発展や雇用の創出など、まちづくりの各分野において、多大な貢献をい
ただいており、重ねて感謝申し上げます。
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平成25年11月25日
　　　　　　　　　　　　　　日立地区製造業活性化協議会
　　　　　　　　　　　　　　共同代表
　　　　　　　　　　　　　　日立市長　　　　 　 　　吉成　　明
　　　　　　　　　　　　　　日立商工会議所　 会 頭　秋山　光伯

株式会社日立製作所　日立事業所長
長　澤　克　己　　殿

別記②■顧　問（敬称略・順不同）
　吉成　　明　日立市長
　中田　弘章　ＪＸ日鉱日石金属㈱取締役常務執行役員日立事業所長
　館岡　　司　㈱日立製作所電力システム社日立事業所副事業所長
　野添　宣久　日立金属㈱電線材料カンパニー日高工場長
　塙　　徳明　日立化成㈱山崎事業所長
　深澤　正勝　日立セメント㈱取締役専務執行役員
　宮崎　哲雄　元会頭
　山本　忠安　前会頭

■参　与（敬称略・順不同）
　佐藤　元彦　ＪＸ日鉱日石金属㈱日立事業所総務部長
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正副会頭・７部会代表者が日本銀行 尾家啓之水戸事務所
長と意見交換を行う

ものづくり経営革新講演会（11月14日）
当所工業部会が中心になり、つくば未来経営コンサルティ
ング事務所 横田透 氏を講師に、「始めよう！知的資産経
営！」について聞く
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鈴
木
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夫

鈴
木

　て
る
み

鈴
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　宏
明

関

　
　和
子

髙
岡

　修
司

田
中

　成
弥

田
中

　貴
洋

塚
越

　和
司

寺
田

　
　淳

長
山

　
　隆

根
本

　敏
子

野
口

　
　明

福
士

　邦
彦

真
木

　伸
也

馬
渡

　由
美

武
藤

　慶
太
朗

村
上

　香
菜

山
内

　健
弘

山
縣

　弘
明

渡
辺

　真
理
子

　12
月
７
日（
土
）、
ふ
る
さ
と
日
立

検
定
試
験
の
合
格
者
の
集
い
を
開
催

し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
初
級
・
中
級
の
最
高
得

点
者
、
最
年
長
合
格
者
、
最
年
少
合

格
者
、
ご
家
族
で
の
合
格
者
に
秋
山

会
頭
や
中
山
日
立
市
教
育
長
か
ら
賞

状
と
記
念
品
を
授
与
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
天
球
劇
場
に
て
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
鑑
賞
す
る
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
込
み
、

参
加
さ
れ
た
方
も
久
し
ぶ
り

に
鑑
賞
し
た
よ
う
で
、
と
て

も
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
今

後
も
日
立
の
魅
力
を
学
ん
で

い
き
た
い
と
い
う
よ
う
な
感

想
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の

方
に
出
席
い
た
だ
き
、
和
や

か
に
終
了
し
ま
し
た
。

　合
格
者
を
対
象
に
し
た
日

立
市
内
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

も
14
日
に
実
施
さ
れ
、
多
く

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
実
際
に
見
て
み
る
」

と
い
う
体
験
は
と
て
も
貴
重

で
、
面
白
い
と
感
じ
る
方
が

多
い
よ
う
で
し
た
。

　ま
た
、
今
後
も
「
ふ
る
さ

と
日
立
」
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　な
お
、
10
月
20
日
（
日
）
に
実
施
し

た
第
５
回
ふ
る
さ
と
日
立
検
定
試
験

の
合
格
者
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　合
格
さ
れ
た
方
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

會
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塚
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々
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志
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弥

柴
田

　
　勇
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菅
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鈴
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明

関

　
　利
明

関
谷

　智
一

関
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理
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　一
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生
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楢
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　博
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沼
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　仁

福
士

　邦
彦

福
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　陽
平

松
島

　扶
美
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間
部

　幹
夫

宮
﨑

　稔
男

八
重
樫

　景
人

渡
辺

　幸
子

渡
辺

　周
治

第
５
回
ふ
る
さ
と
日
立
検
定
試
験

合
格
者
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
！

合
格
者
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
！

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

初
級
合
格
者

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

中
級
合
格
者
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◆対象者
　当所会員企業（工業部会で１企業１回）
◆補助対象費用
　出展小間料
◆補助率等
　補助率は補助対象費用の２／３以内で、限度額は
　３万（申請多数の場合は限度額を調整します）
◆期　間
　平成25年度中（平成25年4月～26年3月）に実施するもの

◆催事物
　日立市以外で開催される製品展示会、フェア等
　※日立市からの補助があるものは除く。
◆提出物
　申請書（出展申込書及び小間料領収書の写、振込口座）
◆締切り
　平成26年２月20日（木）

当所工業部会では、中小企業が日立市以外で開催する展示会等に出展する際の費用の一部を補助しています。

【自治金融】
○限　度　額　運転1,000万円　設備1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保証・担保　原則不要
　　利率1.50％（平成 25年 12月 2日現在）

【振興金融】
○限　度　額　運転2,000万円　設備2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保証・担保　原則不要・担保必要
　　利率1.60％（平成 25年 12月 2日現在）

※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。 お申込み・お問合せはお近くの金融機関または当所経営相談課まで

【マル経制度】
○限　度　額　1,500万円
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証・担保　原則不要
　　利率1.60％（平成 25年 12月 2日現在）

※年利1.10％の利子補給が受けられます。　お申込み・お問合せは当所経営相談課まで

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内（十王町地域を除く）で１年以上継続して同一事業を営ん
でおり、税務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受けている方
○従業員20名以下（商業・サービス業は5人以下）の小規模事業者の方
○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

◆問合せ…工業政策課

◆ 日本政策金融公庫日立支店　店舗移転のお知らせ ◆◆ 日本政策金融公庫日立支店　店舗移転のお知らせ ◆

〒317－0073
日立市幸町２－１－48
　　　（秋山ビル１階）

TEL （0294）24－2451
FAX （0294）23－1928

テープカットに臨む秋山会頭（左から2人目）

※TEL・FAX番号は
現店舗のものと変
わりありません

新店舗の所在地

自治・振興金融融資制度

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）

自治・振興金融融資制度

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）

産業製品フェア等への出展を します産業製品フェア等への出展を します

JR常磐線

新都市広場

ホテル
テラス・ザ・スクエア

シビック
センター

日立
郵便局

商工
会議所

←水戸 いわき→

平
和
通
り

日立駅

日立支店
（秋山ビル1階）
日立支店

（秋山ビル1階）

支援支援
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記帳指導を希望する事業所を募集します

■ 問合せ　経営相談課 ■

●従業員数が２０名以下
　（卸・小売・サービス業は５人以下）の個人事業所

●税理士の関与を受けていない事業所

　当所では、小規模事業者を対象に日計表のつけ方や従

業員の源泉徴収の方法、確定申告の仕方などのお手伝い

をしています。

　この事業は、担当者が事業所の都合に合わせて訪問し、

経営者（またはご家族）が記帳や税務について理解し、ご

自身で決算や申告が出来るように行っているものです。

期間は原則３年間

　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。受注・

販売不振、手形の決済など事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早めに『経営安定

特別相談室』にご相談ください。

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営相談課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営相談課まで。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋
・手形処理指導
・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経営安定特別相談室

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受
け、再建の見込みがある企業については
関係機関等の協力により再建の方策を講
じるなど倒産を未然に防止することを目
的に設置されているのが「経営安定特別
相談室」です。相談室では商工調停士等の
専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題につい
て解決に向けての相談・アドバイスを行
ないます。商工調停士は、当所会頭から委
嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせ
いただくとともに相談アドバイスに必要
な資料の提出をお願いしています。

【申し込み対象】


